景観計画適合チェック表
　 〔景観形成重点地区（守谷駅周辺商業A地区）〕
	項目
	配慮事項
	照合
	具体的な配慮事項等

	建築物
	配置・規模
	・周辺景観との調和に配慮した配置
	□
	

	
	
	・敷地境界線からの壁面後退などにより圧迫感を与えない
	□
	

	
	
	・壁面位置は，連続性の維持に配慮
	□
	

	
	
	・壁面の後退距離は，駅前広場境界線及び道路境界線から１.５ｍ以上
	□
	

	
	
	・駅前広場からの広がり感を演出するよう，中高層部の圧迫感の軽減

隣り合う建築物等とのスカイラインの連続性に配慮
	□
	

	
	
	・建築物等の高さの最低限度は，９ｍ
	□
	

	
	
	・敷地面積の最低限度は，５００㎡
	□
	

	
	
	・低層部は，商業施設で構成し，賑わいを創出

　ショーウィンドウ，カフェ，レストラン，ギャラリー等の設置
	□
	

	
	
	・建物の低層部の開放感の演出，ゆとりある歩行者空間の創出，建築物等の配置に配慮
	□
	

	
	屋根・屋上
	・周辺の景観との調和に配慮した形態，素材，色彩
	□
	

	
	
	・すっきりとした統一感のある屋上とし，スカイラインを乱さない形状
	□
	

	
	
	・高さ，形状を工夫し，隣接する建物との連続性に配慮
	□
	

	
	壁面
	・外壁は，周辺景観と調和するよう，形態意匠を工夫
	□
	

	
	
	・建築物の正面だけでなく，道路等の公共空間から見える側面や背面の意匠も工夫
	□
	

	
	屋外設備
	・配管設備などは，道路等の公共空間に面する外壁に露出させないよう工夫
	□
	

	
	
	・高架水槽や冷却塔設備などを屋上に設置する場合は，ルーバー等により目隠しをするなど

修景措置
	□
	

	
	屋外階段
	・屋外階段は，建築物全体と調和するよう，形態意匠を工夫
	□
	

	
	バルコニー等
	・バルコニー等は，建築物全体と調和するよう，形態意匠を工夫
	□
	

	
	
	・洗濯物やエアコン室外機あるいは収納庫など建物の表情を乱すものが道路等の公共空間から直接見えにくい構造・意匠
	□
	


	建築物
	附属施設
	・駐車場，駐輪場，ゴミ置場などは，建築物全体や周辺景観と調和させ道路等の公共空間から直接見えにくい構造，意匠
	□
	

	
	材料
	・外壁などの材料は，経年変化に耐え得るもの
	□
	

	
	外構
	・敷地内のオープンスペースは，歩行者にうるおいとやすらぎを与えるよう，歩行者空間の確保や植栽や花壇等の緑化，特に道路側のオープンスペースは，緑化修景に配慮
	□
	

	
	
	・屋上や壁面等の立体緑化
	□
	


	
	
	・植栽は，周辺景観と調和するよう，樹種も考慮し，高木・中木・低木を適切に配置
	□
	

	
	
	・道路等の公共空間に面して，垣又はさくを設置する場合は，閉鎖感のあるものは避け透視可能な構造とするなど，周辺景観に配慮
	□
	

	
	色彩
	・外壁などの基調色は，明度5以上，色相はＹＲの場合，彩度６以下，Ｒ及びＹの場合

　彩度４以下，その他の色相の場合，彩度2以下
	□
	

	
	夜間景観
	・夜の歩行空間を演出する照明装置やショーウィンドウ等の活用により，昼とは異なる魅力的な夜間景観の創出
	□
	

	
	仮設物等
	・仮囲いやバリケード等の工事用仮設物や仮設建築物等は，良好な景観を損なわないよう，設置場所・形態・色彩等に配慮
	□
	

	
	自動販売機類
	・自動販売機類は，建築物等と一体的になるよう計画
	□
	

	工作物
	配置
	・できる限り周辺に圧迫感や威圧感を与えない
	□
	

	
	色彩
	・周辺景観に配慮する
	□
	

	
	
	・背景となる自然環境との調和を図る，垂直構造物やﾌｪﾝｽ等は茶系を中心とした色彩とする
	□
	

	土地
	方法等
	・既存樹木の保全及び活用または代替緑化
	□
	

	
	
	・現況の地形を可能な限り活かし，長大なのり面やよう壁が生じないよう配慮
	□
	

	
	
	・よう壁前面への植栽や緑化のり面との組み合わせ
	□
	

	
	
	・周辺から望見されるよう壁については，自然石の使用や自然石調等の仕上げの工夫
	□
	

	
	
	・地盤面の高さを変更（切土，盛土）する時は，０.５ｍ以下
	□
	

	堆積
	方法等
	・屋外における物件の集積又は貯蔵は，周辺の景観を乱さぬよう配置，高さ，積み上げ方
	□
	

	
	
	・周辺から目立たないよう生垣等により遮蔽
	□
	


参考
	項目
	配慮事項
	照合
	具体的な配慮事項等

	屋外広告物
	共通事項
	・自家広告物に限る
	□
	

	
	
	・高彩度の色彩の使用は避けできる限り集約化し，街並みに調和する質の高いデザイン
	□
	

	
	
	・地上設置の広告物は，１敷地当り１箇所に集約化して設置

※ただし，その敷地に２以上の建築物がある場合には，その建築物数，又はその敷地が２以上の建築基準法上の道路に面する場合には，その敷地が道路に接する面数とすることができる。
	□

□
	

	
	屋上利用広告
	・設置しない

※ただし，壁面に広告物を設置することが不適切で，かつ，地色を壁面と同色とすることや，
切文字，箱文字表示にするなど，建物と一体感の強いデザインとして景観に配慮している場
合は，この限りではない。
	□

□
	

	
	壁面利用広告
	・切文字，箱文字等を使用し，色彩は３色以内で企業カラーの使用
	□
	

	
	
	・壁面の色彩に調和するよう工夫，壁面の面積の１／１０以下

※ただし，建築物の規模及び用途等により，すべての広告物に切文字，箱文字等を使用することが不適当で，かつ，切文字，箱文字等に見えるように工夫した場合は，この限りではない。
	□

□
	

	
	突出広告
	・広告物はできるだけ集約化
	□
	

	
	
	・高層部に設置しない
	□
	

	
	
	・１壁面１箇所

※ただし，その広告物の位置，高さ及び幅を揃えるなどして，他の広告物と同一に見えるようにした場合は，この限りではない。
	□

□
	

	
	
	・幅１.０ｍ以内，厚さ０.５ｍ以内，４階以上に設置しない，地盤面から２.５ｍ以上
	□
	

	
	窓面利用広告
	・設置しない
	□
	

	
	野立広告
	・独立広告物は高さ10ｍ以下
	□
	

	
	
	・高さ5ｍを超えるものは幅１ｍ以下
	□
	

	
	
	・歩道等に，はみださない
	□
	

	
	広告幕等
	・イベント時のみの掲出とし，終了後は速やかに撤去
	□
	

	
	色彩
	・文字その他の具体的な図柄以外の地色の彩度

　0.1R  ～ 10Y：１０以下，0.1GY ～ 10G：８以下

　0.1PB ～ 10RP：８以下，0.1BG ～ 10B：７以下
	□
	

	
	その他
	・映像表示装置にあっては，極度に強い光を放つものは避け，その使用する部分の面積は２平方メートル以下とする
	□
	

	
	
	・照明装置にあっては，激しい点滅を伴うものは避ける
	□
	

	
	
	・不必要に発光部が露出することや発光部や照射範囲を動かすことは避ける
	□
	

	
	
	・必要以上の光度，輝度を持たないようにし，減灯，消灯ができるもの
	□
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